
            

 

 

 

 

１ 対象校 

  Ｄ小学校 

２ 対象児童 保護者 

  小学校６年生児童と保護者 

３ 支援内容 

  保護者からの要望があり進路相談を行いました。 

①  将来的にどういう力を身に付けていけばいいのか 

②  どんな仕事があるのか（高校進学、就職も含めた進路相談について） 

以下のポイントについてお話させていただきました。 

・進路について（中学校卒業後） 

  高等支援学校（職業科）、共生推進教室などの選択肢もある。また、自主通学な

ど、学校による制約もあるが、今はリモートでの学び等、方法も多様化している。 

・将来について早めに関心を持たれることで選択肢が増えるのでよい。 

・中学校、高校、その先と社会的自立をするためには、いろいろな可能性と進路          

があるので、そのつど相談支援専門員などに相談しながら社会福祉サービスを

利用しながら選んでいってもらえたら良いのではないか。（相談支援員に移動支 
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援についての確認も含める） 

本児にとってすぐ将来のことを具体的にイメージすることは難しいようでしたが、

現在好きなこと、得意なことについての話題には積極的に話す場面がみられまし

た。また、保護者と一緒の外出だけではなく、「友だちといろいろな所へ行ってみた

い。」と目を輝かせて話す姿が印象的でした。今後も友だちや周りの人々とつながる

ことのできる将来の道を進んでもらえたらと思います。 


